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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部にバイオポリマーの微細粒子を収納する粉体攪拌容器と、該粉体攪拌容器の後方に
設けて前記容器内のバイオポリマーに不燃性ガスを供給して混合物として移送する混合物
移送路と、該混合物移送路から混合物を手術適用部位に噴出するとともに、別途用意した
溶液ボトルに収納した溶液を移送して前記混合物とともに噴射するようにした、噴射ノズ
ルとからなることを特徴とする経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止装置。
【請求項２】
　前記噴射ノズルを前記溶液の噴出口を前記混合物の吐出口の周囲から噴出する構造にし
、噴出するスタート時は混合物より溶液を先に噴出し、かつ終了時には逆に混合物を溶液
より先にストップするコントローラを設けたことを特徴とする請求項１に記載の経内視鏡
手術に用いる止血と、癒着の防止装置。
【請求項３】
　前記バイオポリマーを収納した粉体攪拌容器と、混合物移送路としての粉体移送チュー
ブ及び把持部付きの噴射ノズルと、前記溶液ボトルから前記噴射ノズルまでの溶液チュー
ブとをディスポーザーとしたことを特徴とする請求項１に記載の経内視鏡手術に用いる止
血と、癒着の防止装置。
【請求項４】
　前記粉体攪拌容器と、粉体移送チューブ及び把持部付きの噴射ノズルを滅菌処理袋に収
納したことを特徴とする請求項３に記載の経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止装置
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【請求項５】
　前記粉体移送チューブと溶液チューブとをフレキシブルとしたことを特徴とする請求項
３又は４に記載の経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止装置。
【請求項６】
　前記粉体攪拌容器までの不燃性ガス供給路に静電気アースを付設し、粉体攪拌容器内に
不静電樹脂材を配設するとともに、前記混合物移送路を静電防止材としたことを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれかに記載の経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は経内視鏡手術による止血や内臓の癒着防止に用いるバイオポリマーの微細粒子
の噴射装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今まで、生体適合性を有するバイオポリマー、すなわち酸化セルロース、カルボキシメ
チルセルロース、ヒアルロン酸、コラーゲン等は、外科用の手術時の手術部位や創傷部位
に適用され、止血、癒着防止、ケロイド防止、創傷治療、傷口の接着またはシーリングの
ために用いられてきたが、その形態は繊維シート状物、フィルム状物、顆粒状物あるいは
ゲル状物として用いられている。しかし、これらシート状等の形態では体腔内や経内視鏡
手術を行った後の術部の止血、癒着防止には狭い場所のため適用できなかった。
　そこで、バイオポリマーを適用部位の大きさ、形状、位置に関係なく、的確に付着、留
置し得る技術を開発したのが特開２００３－６２０５７号公報に示される技術であり、そ
れはバイオポリマーをガスの噴射力で流動する微細粒子とし、その微粒子をガス噴射剤（
不燃性ガス）とともに体腔内や経内視鏡手術を行なった後の術部へ噴射される技術が開発
されている。
　しかしながら、上記発明はバイオポリマーを適用部位の大きさ、形状、位置に関係なく
、的確に適用部位における止血、癒着防止、ケロイド防止、創傷治療、接着又はシーリン
グ等を行なうために、粒度分布をその８０％が粒径１００μｍの範囲内にあり、かつ平均
粒子径が５０μｍ以下であるガスにより流動可能な噴霧用の止血・癒着防止用のバイオポ
リマーの微細粒子に係るものであって、これを具体的に適用するための注入装置を見い出
すには至っていなかった。
【特許文献１】特開２００３－６２０５７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そこで、本発明は上記特許文献の微細なバイオポリマー粒子を塊状にすることなく、可
能な限りサラサラの状態で、しかも均一量を迅速に溶液とともに術部に噴出することがで
きる、経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止器具としてのバイオポリマーをゲル化さ
せて噴射する装置を提供せんとする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、上記課題を解決したものであり、その要旨は、内部にバイオポリマーの微細
粒子を収納する粉体攪拌容器と、該粉体攪拌容器の後方に設けて前記容器内のバイオポリ
マーに不燃性ガスを供給して混合物として移送する混合物移送路と、該混合物移送路から
混合物を手術適用部位に噴出するとともに、別途用意した溶液ボトルに収納した溶液を移
送して前記混合物とともに噴射するようにした、噴射ノズルとからなることを特徴とする
経内視鏡手術に用いる止血と、癒着の防止装置にある。
【０００５】
　上記した粉体攪拌容器内にあるバイオポリマーの微細粒子は、コントロールボックスに
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固定している容器後部の不燃性ガス供給路から送られてくる不燃性ガスにより容器内で均
一に混合攪拌され、そこでできた混合物は混合物移送路を経て、噴射ノズルにおいて別経
路から送られてきた溶液とともに手術用部位に噴射する。
　したがって、術者である担当医は、経内視鏡手術を行なった後、単にバイオポリマーの
微細粒子を粉体攪拌容器を経てガスとともに術部へ噴射して、止血や癒着防止を行なうこ
とで、従来のバイオポリマーの不均一噴射やチューブ内での目塞りを防止できる。
　なお、本発明でのバイオポリマーとは、止血・癒着防止性を有する、カルボキシメチル
セルロース、カルボキシエチルセルロース、酸化セルロース、キチン、キトサン、ヒアル
ロン酸、デンプン、グリコーゲン、アルギネート、ペクチン、テキストラン、コンドロイ
チン硫酸、ゼラチン、コラーゲン等の生体適合性の一種又は二種以上のポリマーをいう。
また、上記ポリマーと混合して移送する不燃性ガスとして炭酸ガス、窒素ガス等があり、
さらに移送したポリマーをゲル化する溶液としては生理食塩水等を用いる。
【０００６】
　本発明の請求項２の噴射ノズルの構造としては、中央に上記生体適合性のバイオポリマ
ーと不燃性ガスの混合物を噴射し、その廻りから混合物とは別経路で運ばれてきたゲル化
溶液を略同時に噴射するが、スタート時は混合物を溶液より少し遅れて噴射させることで
、混合物を周囲に拡散することなく手術部位に固着し、終了時は逆に混合物を溶液より早
めにストップすることで手術部位におけるいわゆるダレを防止することができる。
【０００７】
　本発明の請求項３の発明は、バイオポリマーを収納した粉体攪拌容器と粉体移送チュー
ブ（混合物移送路）及び把持部付きの噴射ノズルと、生理食塩水などを収納した溶液ボト
ルから噴射ノズルまでの溶液チューブ（溶液移送路）とをディスポーザーにすることで、
病原体の院内感染を防止するようにした。
【０００８】
　本発明の請求項４には、前記粉体攪拌器と粉体移送チューブ及び把持部付きの噴射ノズ
ルを滅菌処理袋に収納して、ストックや手術時の簡便さを図り、衛生管理を確実なものと
した。
【０００９】
　また、本発明の請求項５において、粉体移送チューブと溶液チューブとをフレキシブル
チューブにすることで、術者の把持部での噴射ノズルのコントロールを容易にするととも
に、粉体攪拌容器をコントロールボックスに固定することによって従来粉体攪拌容器自体
を把持して歯科用ハンドピースにしたものと異なり、攪拌容器内にある混合物移送路の入
口を容器内上方に常に位置せしめることで、確実かつ最後まで容器内のバイオポリマーを
不燃性ガスにより搬送し終えるようにした。
【００１０】
　さらに、本発明の請求項６は、不燃性ガス供給路に静電気アースを付設して粉体攪拌容
器までの静電気の帯電をなくし、また粉体攪拌容器内にテフロン（登録商標）などの不静
電樹脂材をコーティングするとともに、混合物移送路をテフロン（登録商標）加工した静
電気防止材を用いることにより、噴射ノズルまでの混合物の帯電による移送妨害を取り除
いた。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明ではバイオポリマーと不燃性ガスとの混合物を混合物の移送路で噴射ノズルから
噴出するようにするとともに、混合物移送路とは別のゲル化溶液チューブとを噴出ノズル
から各別に噴出するように構成しただけでなく、不燃性ガスによりバイオポリマーを均等
量で噴出することで容器本体から噴出ノズルまでの目塞りを最後まで防止することできた
。
　また、噴出ノズルの構造を中心に混合物の吐出口を、その吐出口の周囲に溶液の噴出口
を配置するとこで混合物の患部内での飛散を極力抑えることができた。
　また、粉体攪拌容器と粉体移送路としての粉体移送チューブ及び把持部付き噴射ノズル
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と、溶液ボトルから前記噴射ノズルまでのゲル化溶液チューブとをディスポーザーにする
ことで院内感染を防止するようにした。
　そして、粉体攪拌容器と粉体移送チューブ及び把持部付きの噴射ノズルを滅菌処理袋に
収納し、その１つ１つを利用することで手術までの貯蔵状態を良好にした。
　そしてまた、粉体移送チューブとゲル化溶液チューブをフレキシブルとすることで、術
者の扱い、特に経内視鏡手術の便利さに寄与した。
　さらに、不燃性ガス供給路に静電気アースを付設し、粉体攪拌容器内に不静電樹脂材を
配設するとともに、混合物移送路を静電気防止材にすることで、バイオポリマーの均一拡
散と均等噴出を可能にした。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　経内視鏡手術において、粉体攪拌容器を用い、バイオポリマーと不燃ガスの混合物移送
経路からの粉体移送チューブと、溶液ボトルからの溶液チューブを各別に配置して、それ
ぞれを噴射ノズルから噴出するようにした。
【実施例】
【００１３】
　本発明の実施例を添付図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明装置の全体外観図、図２は図１の内部機構の概略説明図、図３は図１と
図２の粉体攪拌容器の縦断面図、図４は図３の不燃ガス移送路の部分平面図、図５は先方
に把持部付き噴射ノズルを粉体移送チューブを介して取り付けた粉体攪拌容器を、滅菌処
理袋に入れた状態の説明図であり、図６は図１の裏側図の斜視図である。
【００１４】
　各図において、１は粉体攪拌容器でその先方には混合物移送路としての粉体移送チュー
ブ２を介して把持部４付きの噴射ノズル３を取り付けている。そして、この粉体攪拌容器
１は、その根元にあるスリーブ８内に突出したコネクションプラグ９のロックキー溝７中
へ、コントロールボックス５に固定したコネクター２２内に突出したロックキー６を差し
込むことにより連結している。この連結でロックキー６の内管とロックキー溝７に通じる
ガス供給路１０を連通して、炭酸ガスなどの不燃性ガス３３をガスボンベ（図示せず）か
らガス入力プラグ１４、ロックキー６、ロックキー溝７、ガス供給路１０、及び該供給路
１０より二股に分かれた２極分岐ガス管１１，１１’を経て、それぞれの先端に設けたダ
ックビル状の逆流防止弁１２’（以下単に逆止弁という）を設けた内蔵粉体攪拌ガス流出
ノズル１２を通って上下左右の９０度間隔と逆止弁１２’から出た方向（直進方向）と合
せて各５箇所づつ計１０個の出口１４に分散されて粉体攪拌容器１内に噴出するよう構成
している。
【００１５】
　粉体攪拌容器１内に噴出した不燃性ガス３３は、各逆止弁１２の直進方向の出口１４か
らは容器１の左右壁面に直接衝突して四方、八方に分散し、同じ逆止弁１２’の他の上下
左右の出口１４から出たガス３３も、容器１の左右壁面に沿ってそれぞれ上下と左右方向
に均等に噴出・分散される。この不燃性ガス３３の流れにより、粉体攪拌容器１内に約半
分程度収納していたバイオポリマーの微細粒子（平均粒子径１００μｍ以下）は容器１内
に均等に分散しながら、容器１内の上方に位置する管状の混合物移送路２のポリマー流動
口１５から連続して流入していき、フレキシブルチューブ状の粉体移送チューブ２を経て
把持部４の噴射ノズル３からバイオポリマーと不燃性ガスの混合物を噴出するようにして
いる。
【００１６】
　一方、コントロールボックス５の裏側に吊り下げられた溶液ボトル１７内の生理食塩水
は、チューブ状の流路１６を扱くことで食塩水を送る溶液ポンプ１８により先方へ送り、
前記フレキシブルチューブの混合物移送路２と並行して配設し、前記噴出ノズル３では混
合物を噴射する吐出口の周囲に設けた溶液の噴出口から適用人体部位に噴出するようにし
ている。
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　なお、上記の粉体攪拌容器１の上部は環状ガスケット２０を介して、密封蓋２１をバイ
オポリマーを入れた容器本体２３にロックナット１９で螺着・密閉している。
　また、術者が本装置を可動するには、まず電気スイッチ２４を入れて１００Ｖ電源プラ
グ１３のコード１３’をコントロールボックス５の電圧調整器２６、制御板２７及び自動
ガス流量調整器２８に接続し、この自動ガス流量調整器２８はフットスイッチ２９を踏み
込むことによってホース３０’を介してフットプラグ３０を経て強、中、弱の三段階電圧
調節を行って、ガス入力プラグ１４からの不燃性ガス３３を粉体攪拌容器１中へ入る流量
を調整する。
　さらに、自動ガス流量調整器２８と前記コネクター２２との間には、バイオフィルター
３１を介在させることで粉体攪拌容器１中に入る前の不燃性ガス３３を濾過し、噴射ノズ
ル３から噴出する混合物を可能な限り滅菌する。そして、このバイオフィルター３１は１
回毎に交換可能にしている。
【００１７】
　このようにして、フットスイッチ２９の踏み込みにより自動ガス流量調整器２８をコン
トロールして、粉体攪拌容器１に入った不燃性ガス３３は容器本体２３内のバイオポリマ
ーの微細粒子と混合して噴射ノズル３から、前記溶液ポンプ１８で溶液ボトル１７から送
られてきた溶液とを合せて噴射ノズルから患部へ噴射及び停止することで、止血や術後の
癒着を防止する。
　なお、コントロールボックス５で不燃性ガス３３の容器本体２３内へのガスの流量を調
整することで、患部への混合物の噴射量をコントロールし、止血等の効果を状況に応じて
有力なものに選択することができる。もちろん、この混合物と前記した溶液の噴出比は７
：３程度が適切であり、最初は混合物を溶液より少し遅れて噴出し、終了時は逆に混合物
を溶液より早めにストップすることで、患部での混合物の適切なゲル化と飛散を防止する
ことが好適である。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　経内視鏡手術における止血や癒着防止の用途に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明装置の全体外観図である。
【図２】図１の内部機構の概略図である。
【図３】図１と図２の粉体攪拌容器の縦断面図である。
【図４】図３の容器内の部分平面図である。
【図５】滅菌袋に入れた把持部付き噴射ノズルを粉体移送チューブの説明図である。
【図６】図１の裏側の説明図である。
【符号の説明】
【００２０】
１　粉体攪拌容器
２　混合物移送路（粉体移送チューブ）
３　噴射ノズル
４　把持部
５　コントロールボックス
１６　溶液移送路（溶液チューブ）
１７　溶液ボトル
３１　滅菌処理袋
３３　不燃性ガス
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